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GHG排出量の算定の基本
算定する際のポイント

◆ 企業の算定の範囲（バウンダリ）

・ 事業管理 /財務管理 / 出資比率に応じた報告 ：”自社連結範囲”の報告がメイン。子会社等も含める。

・ 国を問わず、自社の主な拠点をすべて対象とするのが最善

(小) 単体 ＜ +国内グループ会社 ＜ +海外の製造拠点 ＜ 国内外の主な排出のある全拠点 （大）

・ GHGはCO2以外も全てを考慮することが理想 … 工程で産生するCＨ4、使用するフロン類、SF6など。
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◆『重要な除外』（質問書 C6.4「スコープ1,2において除外

される排出源の有無」）

通常報告範囲に含まれるべき排出源が算定に含まれない場合、

評価は下がる。

：「重要性に関わる活動や排出源は除外してはいけない」

小規模オフィス、海外の販売拠点など、活動／排出量に与え

る影響が僅少の拠点は除外できる。(要説明)



- 自社設備で燃料燃焼、化学反応等によって直接
排出した二酸化炭素、他の温室効果ガス。

スコープ1，2，3とは
GHG算定における、スコープ1, 2, 3の位置づけ

スコープ1（直接排出） スコープ2 （エネルギー由来の間接排出）

- 外部から購入した電気などの二次エネルギーが
作られる際に排出した二酸化炭素(等)。
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スコープ3 （その他、事業に関連する間接排出）
- スコープ1、2以外、原材料の生産から製品の使用、廃棄、従業員の出張・通勤など、
自社事業にかかわるすべての間接的な二酸化炭素(等)の排出。

資料：環境省より一部改変

・ 化学反応
・ GHGの大気放出

・ 他所からの
熱の使用



スコープ1, 2について
対象となるもの（例）

スコープ２
◆外部から得たエネルギーの使用

・電気

・熱（蒸気、冷熱等含む）

地域共通の係数で算定するロケーション基準、

実際の購入に基づく係数のマーケット基準、

の２つの算定方法があります。

（詳しくは後述）
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◆燃料の燃焼

・自社内のボイラー、燃焼設備

・燃料使用の暖房、コジェネ設備

・フォークリフト、構内運用自動車

◆化学反応等

・工場の化学反応,分解によるGHG発生

◆ GHGの大気放出

・GHGボンベ使用時の放出

・電気設備絶縁用のSF6の放出

スコープ１
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C6.1 御社のスコープ1全世界総排出量はCO2換算で何トンでしたか。

C6.4a
報告バウンダリ(境界)内であるが、開示に含まれないスコープ1
および2排出量の発生源の詳細を記入します。

C6.5 御社のスコープ3全世界総排出量について、除外項目の開示とともに説明してください。

C6.4で[はい]

※最新・正式なバージョンは、ウェブサイトより英語版を確認してください。

C6 排出量データ／Emissions data

C6.2 スコープ2排出量を報告するための御社のアプローチを説明してください。

C6.3 御社のスコープ2全世界総排出量はCO2換算で何トンでしたか。

C6.4
スコープ1とスコープ2報告バウンダリ(境界)内で、開示に含まれない排出源（例えば、特定の温室効果ガス、
活動、地理的場所など）はありますか？

〇

〇

〇

〇
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C6.1 御社のスコープ1全世界総排出量はCO2換算で何トンでしたか。

※最新・正式なバージョンは、ウェブサイトより英語版を確認してください。

• ここで回答いただくデータは、オフセットなどの影響を考慮しない、排出量総量です。

◆燃料の燃焼

・設備で使うＡ重油、都市ガス

・灯油ストーブ、給湯用LPガス

・構内フォークリフトのガソリン

◆化学反応等

・石灰石使用時や反応工程におけるCO2発生など

◆ GHGの大気放出

・半導体等工場におけるGHG使用, 放出

・電気設備絶縁用のSF6の放出

納入伝票、自社購入量・使用量の把握
を行い、年間消費量を算出

CO2排出割合・化学式等からの算出

大気放出量(想定)をもとに把握
CO2以外の場合、換算係数にてCO2に換算

＜対象の例＞ …これらをCO2量に換算し、合算



スコープ1計算の基本

・消費量×排出係数

(tCO2換算)*

（*単位発熱量
×排出係数(tC換算)
× 44 / 12）

軽油 100,000L使用

⇒ 100(kL) × 2.58 (tCO2/kL)

＝ 258 t-CO2
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※温対法算定報告の排出係数一覧（リンクあり）

※CO2以外のGHGの場合：

排出量 ×地球温暖化係数
（CO2への換算係数）

https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/files/calc/itiran_2020_rev.pdf
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C6.2 スコープ2排出量を報告するための御社のアプローチを
説明してください。

※最新・正式なバージョンは、ウェブサイトより英語版を確認してください。

可能な限り、ロケーション基準(Location-base)、マーケット基準(Market-base)、
両方とも回答してください。

１.両方回答の場合

３.ロケーションのみ回答の場合

C6.3 御社のスコープ2全世界総排出量はCO2換算で何トンでしたか。
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スコープ2排出量の算定手法

ロケーション基準手法

同じ系統または市場において系統平均を用いて、電力
等二次エネルギーからの排出を算定する方法。

日本の排出係数
全国平均排出係数が2016年度より公開。

2019FY: 0.000445 t-CO2/kWh

2018FY: 0.000462 t-CO2/kWh

2017FY: 0.000496 t-CO2/kWh

海外の排出係数（参照先）
･IEA各国平均係数
･IEA外の国（一部）についてIGESのCDMデータベース

マーケット基準手法

(電力)購入の契約に基づく排出係数を用いる方法。

電力契約時のメニュー、供給会社から提供の排出係数、
供給会社ごとの調整後排出係数の使用、等。

環境省電気事業者別排出係数一覧（令和３年度用）：
https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/files/calc/r03_coefficient.pdf

GHGプロトコルでは、日本の場合は両方回答を要求されています。（前ページ 選択肢１）
環境省報告では、ロケーション基準は必須ですので、ロケーションのみを回答する場合は、選択肢３です。

https://webstore.iea.org/
https://pub.iges.or.jp/pub/iges-list-grid-emission-factors
https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/files/calc/r03_coefficient.pdf


スコープ2計算の基本（ロケーション基準）
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消費量(kWh) × 全国平均排出係数0.000445(tCO2/kWh)
※年度ごと最新の係数が環境省により公表

200,000kWhを消費している場合

200,000kWh × 0.000445トンCO2/kWh = 89トン-CO2



スコープ2計算の基本（マーケット基準）
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Σ(消費量(kWh)×(調整後)排出係数(tCO2/kWh))
計算事例：○○電力の通常メニュー120,000kWh、オレンジパワー80,000kWh

ステップ１：○○電力（メニューC(残差) ）、オレンジパワー（単一）の排出係数を確認し適用。

ステップ2 ：○○電力の購入120,000kWh、オレンジパワーの購入80,000kWhをもとに計算。

120,000kWh × 0.000455 トンCO2/kWh

+ 80,000kWh × 0.000787 トンCO2/kWh

= 117.56 トンCO2

オレンジパワー

○○電力



C6.1, C6.3の回答事例
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※軽油100kLを燃焼している場合。

258

※200,000kWh消費、
うち○○電力の通常電力 120,000kWh、
オレンジパワー 80,000kWh購入

89

117.56

ロケーション基準

マーケット基準



スコープ2計算例（マーケット基準、上級編）
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Σ(消費量(kWh)×(調整後)排出係数(tCO2/kWh))

＋自社のために購入したグリーン電力証書（排出0tCO2/kWh）、再エネJ-クレジット

計算事例：○○電力の通常メニュー120,000kWh、ブルーエネルギー80,000kWh、グリーン電力証書60,000kWh分

１．グリーン電力証書5000kWh分は、○○電力から買った電力に当てはめるものとする。

２．○○電力の通常電力120,000kWh、同通常電力にグリーン電力証書をあてはめたもの60,000kWh

ブルーエネルギー80,000kWh（排出係数ゼロ）をもとに計算。

60,000kWh × 0.000455 トンCO2/kWh

+ 60,000kWh × 0 トンCO2/kWh

+ 80,000kWh × 0 トンCO2/kWh

= 27.3 トンCO2

ブルーエネルギー

○○電力



14

スコープ2排出量の算定

出典：経産省・環境省「国際的な気候変動イニシアティブへの対応に関するガイダンス」

マーケット基準手法



スコープ2計算例
複数の国で操業しているのですが・・・。

国 消費電力量

(千kWh)

ロケーション基準

合計 (tCO2e)

マーケット基準

合計 (tCO2e)

属性証明の種別

（マーケット原単位の種類）

米国 3,000 650 0 消費量全てREC(再エネ)証明でカバー

英国 500 100 500
再エネ契約でなく、残差ミックスの原単位

を利用

中国 4,000 800 800 N/A 系統平均しかない

インド 3,800 850 400 消費量50％を外部企業と共同で設置した
太陽光発電から自営線で供給

合計 2,800 1,750
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CDPスコープ2算定
技術ノート（リンク）

インドの系統平均排出原単位はどこにあるの？

①IGES CDMデータベース（無料）
②IEAデータベース（有料, 550 euros, 約7万円）

②リンク
①リンク

https://b8f65cb373b1b7b15feb-c70d8ead6ced550b4d987d7c03fcdd1d.ssl.cf3.rackcdn.com/cms/guidance_docs/pdfs/000/000/415/original/CDP-Accounting-of-Scope-2-Emissions.pdf?1479752807
https://b8f65cb373b1b7b15feb-c70d8ead6ced550b4d987d7c03fcdd1d.ssl.cf3.rackcdn.com/cms/guidance_docs/pdfs/000/000/415/original/CDP-Accounting-of-Scope-2-Emissions.pdf?1479752807
http://data.iea.org/payment/products/122-emissions-factors.aspx
http://data.iea.org/payment/products/122-emissions-factors.aspx
https://www.iges.or.jp/en/pub/list-grid-emission-factor/en?_ga=2.248978063.949218747.1595290969-578906525.1595290969
https://www.iges.or.jp/en/pub/list-grid-emission-factor/en?_ga=2.248978063.949218747.1595290969-578906525.1595290969


スコープ3の排出量算定について
バリューチェーンを通じた排出量
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確実な算定は困難！…原単位データに大きく影響され、スコープ1, 2より不確実な値

ダブルカウントの発生…他者算定のスコープ3やスコープ1, 2と重なる

直接比較はできない… 各カテゴリ間や、自社と他社算定では、精度・範囲はバラバラ

基本的な算定方法：Σ (活動量 × 排出原単位)

排出原単位は、環境省排出原単位データベース（各カテゴリ対応）、
LCA算定用データベース(IDEA等)、業界・企業のデータなどあり。
そのうち、自ら収集・算定したデータを「一次データ」と呼ぶ

- 購入量
- 金額
- 人/台数

活動量 ○○あたり
CO2排出量

排出原単位

資料：環境省より一部改変



スコープ3の種類
15のカテゴリ分類
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排出量が
大きい、
重要等

関連する(relevant)

関連しない(not relevant)

フラン
チャイズ
はない、
など。

説明を記載。

計算してみましょう！
計算方法を説明しましょう。
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C6.5 御社のスコープ3全世界総排出量について、除外項目の開示と
ともに説明してください。

※最新・正式なバージョンは、ウェブサイトより英語版を確認してください。

[関連性あり、
算定済み]／
[関連性はな
いが、算定
済み]の場合、
要回答

①スコープ3
カテゴリー

②自社の評価
<選択>

③排出量
<数値(tCO2)>

④排出量算定
方法 <記述>

⑤サプライヤーまた
はバリューチェーン
パートナーから得た
データを用いて計算
された排出量の割合

⑥説明してください

<記述>

任意

1から15の
カテゴリー
それぞれに
ついて採点

[関連しない、
説明を記入]
の場合、要
回答

係数や算定に
必要なデータ
を関連先から
得られた割合

・必須ではあ
りません

[関連性あり、
算定済み]／
[関連性はな
いが、算定
済み]の場合、
要回答

排出量を計算
するのに利用
したデータの
タイプや出典
（活動量デー
タ、排出原単
位、GWPの値
など）、利用
した算定方法、
想定、配分手
法など

選択肢:
•関連性あり、算定済み
•関連しているが、算定していない
•関連性なし、算定済み
•関連性がない。理由の説明
•関連性を評価していない



スコープ３計算(算定)の方法
環境省・経済産業省 「グリーン・バリューチェーンプラットフォーム」
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※ウェブサイトへのリンクがあります。

スコープ 3算定に「完璧」はありません。
やってみることに意義があります。

最新版の排出原単位データベース
• Ver.3.1（EXCEL/5.73MB）＜2021年3月リリース＞

• サプライチェーン排出量 詳細資料（PDF/4.90MB）
サプライチェーン排出量の算定の他、削減対策や事例、CDPなど
外部の評価、日本企業の取組事例などを紹介しています。

http://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate_tool.html#no00
http://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/tools/DB_V3-1.xlsx
http://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/SC_syousai_all_20210319.pdf


選択肢:

•関連性あり、算定済み

•関連しているが、算定していない

•関連性なし、算定済み

•関連性がない。理由の説明

•関連性を評価していない

↑「下線の選択肢 + 適切な計算または説明」
がベストプラクティスになります。

関連性がある／ないの判断

自社の評価（2列目） 「関連している」の判断指針

・スコープ3排出のうち大きな割合を占めると想定

・自社が排出量の削減に影響力を与えうる

・排出源が自社にリスクを与えうる（財務, 規制, 風評等）

・主要な利害関係者（取引先等）が重要視している

・工程, 業務の外部委託に関連する

・自社の業界で重要だと認識, 定義されている

20

関連している(関連性がある)とは？？



C6.5 回答事例
カテゴリ1、環境省提供の排出原単位データで計算した場合
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5000 トンCO2換算で
入力！

原材料を供給しているサプライヤーの当社が購入している財・サービス
生産にかかる排出量。

計算方法としては、購買金額に排出係数として環境省の「サプライ
チェーンを通じた組織の温室効果ガス排出量の算定のための排出原単位
データベース(Ver.3.1)」における「産業連関表ベースの排出原単位」を使
用しています。

計算しているときは
ここは空欄でもOK

不明なら、
０でOKです。

関連する、計算した（Relevant, calculated）

(購入した商品・サービス)

(排出量算定の手法)



C6.5 回答事例
カテゴリ14：フランチャイズ
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当社にはフランチャイズが存在しないため、本カテゴリについては排出が関連しないという
結論に達しました。

関連しない、説明を記載（Not relevant, explanation provided）

回答対象外



回答作成に役立つ資料
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・ガイダンス：何を書くか、質問の背景など

・スコアリング基準：どう採点されるか
（最新版をCDPサイトから入手ください）

・日本語でのガイダンス、スコアリング基準、
ウエイトなど基礎資料（リンク）

・株式会社ウェイストボックス (wastebox.net)

e-ラーニング動画（リンク）

実務編

https://guidance.cdp.net/ja/guidance?cid=18&ctype=theme&idtype=ThemeID&incchild=1&microsite=0&otype=Guidance&page=1&tags=TAG-646%2CTAG-605%2CTAG-600
https://www.cdp.net/en/japan/disclosure#90f113bb50e32f60aa1bd21ebba68b9a
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://wastebox.net/e-learning/
https://wastebox.net/e-learning/
https://wastebox.net/e-learning/#section-04

